
活動団体名：箱根町観光協会
活動地域 ：神奈川県足柄下郡箱根町
活動におけるテーマ・キャッチコピー

訪れる人に気づきを与える場所

SDGs Show Room

令和3年度 環境で地方を元気にする
地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業

成果報告会 発表資料
活動団体の本事業への関わり
今年度より‟環境整備“に取組む ✓

昨年度から引き続き‟環境整備“に取組む
昨年度までの‟環境整備“を経て、今年度より事業化に取組む
昨年度までの‟環境整備“と‟支援チーム派遣（事業化支援）”を受けて引き続き事業化に取組む
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メンバー
2名

活動団体紹介



買い物

交通
教育の差 地理的・セクター

間の溝

意識と行動の変容 ヒトモノカネの動き
住民 町民 観光客

新参者との
関係希薄

Uターン者少ない

利害関係者多い

所得流出

受益者負担
がとれてい

ない

人材不足

人口減少 少子高齢化
従業員の減

少 資源循環
していない

雇用受け皿
の減少

ALL箱根のビジョン
訪れる人に気づきを与える場所

SDGs Show Room

食品ロス
が多い

ごみの排出
16000t/年

大量消費

取組の整理が
できていない

ポイ捨て

周知不足

ごみ箱がない

観光公害

ごみの削減

ごみ箱
置かない

生分解性
アメニティグッズ

脱プラ
宿泊プラン

再エネ促進

環境観光先進地
として

「ちょうどいい」
サービス

箱根スタイル
ビュッフェ

オーガニック
レストラン

大量廃棄

生ごみ処分の
処理機補助金

脱炭素社会

観光×SDGs
が定着していない

エネルギー支
出が域外流出

EV車
活用されていない

パーク＆ライド 廃熱発電
CO₂削減のため

道路整備

車社会
山岳地帯

EVタウンPJT

モビリティ
のEV化

対処療法
になっている

労働力不足

開発プレッシャー

地産地消が
難しい

鳥獣増加

ごみ拾い隊

働き手確保

持続可能な
自然資源の
マネジメント

森林マネジメント
が不十分

ソーラー
パネルを
置けない

観光美化
パトロール隊化

住居手当

ツアーガイ
ド育成

移住促進

お試し移住

地下水
保全計画

法律による
土地利用制限

森林づくり
事業

罰金

害虫対策

間伐材のお箸
（持ち帰り可能）

持続可能な箱根町の曼荼羅図 ver.0

課題

既存
の取
組

域内／外の軋
轢

ごみを
出さない工夫

住民の暮ら
しの充実

「温泉」＞「国立公
園」のイメージ

観光客数に比例して
財政負担増加

電気バス

箱根らしい
歴史・文化・自然

の活用
不法投棄

水素バス

渋滞が多い

ドネーション付
き飲料の販売

事業ごみ：家庭ごみ
8:2

食べ残しゼロ
プラン

テイクアウト

少なめに提供

ごみ持ち帰
り推進

観光業由来の
ごみが多すぎる

トレードオフ
セット利用

これから
の取組

箱根のこど
も職場体験

資金調達：
クラファン

ジビエ

資金調達：
ふるさと
納税

資金調達：
助成金

JSTS-D

グリーン
デスティネーション

樹齢が高い
木が多い

自然資源
の把握

森林のCO²吸収量：
１％未満

国立公
の

利活用

ガードレールに箱根
木材利用

資金不足

ナラ枯れ

私有率高い

林業
元気がない

ごみ税

観光者の行動マネ
ジメントが不十分

観光客優位な
交通システム

救急車が
来ない

CO²排出

排出ガスによる
環境汚染

地域循環共生圏を実現することで目指す地域の姿



地域のありたい未来の実現のために今年度取り組んだこと
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【合意形成】定例会議を6回開催

第6回の会議から参加メンバーを拡大して実施。

【ヒアリング】箱根町内の約300施設にSDGsに関する取組状況をヒアリング

【視察】第5回会議を湯の花プリンスホテルで行い、終了後同ホテルの蒸気井の視察を行う



取り組みを通じた地域プラットフォームの変化
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• 森林問題やごみ問題など、観光関係者は個別に多くの知見や考え方を持ってい
ることに気付かされた。

• ヒアリングの結果、事業所の大小に関わらず個々の事業者が工夫を凝らし様々
な取組を行っていることがわかった。また取り組めていない事業者においても
実施したいという考えがあり、きっかけ次第で進むことができるということが
わかった。

• と同時に他社の取組事例をほとんど知らないため、既に取組の事例を共有する
ことが必要であることがわかった。



取組におけるボトルネックや新たに見えてきた課題
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• SDGs関連の取組みとコストとがコンフリクトすることが多いと感じている。
今はまだ総論的な議論であるが、来年度にかけて具体に入った時に、より顕著
になりそう。

• ステークホルダーの多さによる合意形成の難しさ。
• 事業者間によるSDGsに対しての温度差
• MTGメンバーを拡大することにより会議開催日の日程調整が困難



今後の展望
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【次年度スケジュール】

【実施事項】
○打ち手議論で出てきた具体をベースに実施事業を決定させる
○優先順位をつけ、22年度実施事業と23年度以降実施事業に分類
○22年度実施事業：
一部の事業・事業所（企業）・エリア等で先行実施

○23年度以降実施事業
一年かけて実施に向けた合意形成や予算確保を行う
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